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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 16年 2月 19日 (2004.2.19)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
こ の よ う な ワ イ ヤ １ に 水 晶 ブ ロ ッ ク ４ の 切 断 部 を 位 置 決 め す る 。 そ し て 、 ワ イ ヤ １ の 上 方
か ら を 注 ぎ つ つ 、 ワ イ ヤ １ を 軸 方 向 に 往 復 走 行 さ せ る と 共 に 、 水 晶
ブ ロ ッ ク ４ を 上 方 に 付 勢 し て ワ イ ヤ １ に 押 し 付 け 。 こ の と き 、 ワ イ ヤ １ の メ
ッ キ 膜 ３ は 比 較 的 軟 ら か い 金 属 で あ る た め 、 ワ イ ヤ １ に ま つ わ っ た 水 晶 ブ ロ ッ
ク ４ と の 接 触 部 分 の メ ッ キ 膜 ３ に 突 き 刺 さ り 保 持 さ れ る 。 こ れ に よ り 、 ワ イ ヤ １ に よ る 水
晶 ブ ロ ッ ク ４ の 切 断 加 工 を 促 進 す る こ と が で き る 。 そ し て 、 最 終 的 に 、 水 晶 ブ ロ ッ ク ４ は
ワ イ ヤ １ の 直 径 分 を あ け て 切 断 加 工 さ れ る （ 同 図 参 照 ） 。 こ の と き 、 ワ イ ヤ １ の 断
面 は 略 真 円 で あ る の で 、 水 晶 ブ ロ ッ ク ４ の 切 断 面 は 略 平 坦 面 と な る 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ０ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
上 述 し た 従 来 の ワ イ ヤ １ は 、 メ ッ キ 膜 ３ が 数 μ ｍ と 薄 く 遊 離 砥 粒 ５ の 保 持 力 が 低 い た め に
、 比 較 的 短 時 間 の 切 断 加 工 後 に は メ ッ キ 膜 ３ が 水 晶 ブ ロ ッ ク ４ と 直 接 擦 れ て 切 断 加 工 し て
い く こ と に な る 。 こ の た め 、 特 に 水 晶 ブ ロ ッ ク ４ と 接 触 す る 部 分 の メ ッ キ 膜 ３ が 大 幅 に 磨
耗 し て し ま う の で 、 図 （ Ａ ） に 示 す よ う に 、 ワ イ ヤ １ の 一 部 の 断 面 が 略 楕 円 形 に な っ
て し ま う 。 そ し て 、 こ の よ う な ワ イ ヤ １ の 一 部 の 断 面 が 略 楕 円 形 と な っ た ワ イ ヤ １ を 用 い
て 水 晶 ブ ロ ッ ク ４ を 切 断 加 工 す る と 、 同 図 （ Ｂ ） に 示 す よ う に 、 水 晶 ブ ロ ッ ク ４ の 切 断 面
が バ ラ ツ キ の あ る 凸 凹 面 に な り 、 水 晶 ウ ェ ハ の 切 断 形 状 精 度 が 低 下 す る と い う 欠 点 が あ る
。 さ ら に 、 メ ッ キ 膜 ３ の 磨 耗 に よ り 遊 離 砥 粒 ５ が 保 持 さ れ 難 く な る の で 、 切 断 加 工 効 率 が
低 下 す る と い う 欠 点 が あ る 。 一 方 、 メ ッ キ 膜 ３ を 厚 く 被 覆 す れ ば 遊 離 砥 粒 ５ の 保 持 力 を 高
め る こ と は で き る が 、 メ ッ キ 膜 ３ 自 体 が 剥 離 し 易 く な る と い う 欠 点 が あ る 。

遊 離 砥 粒 （ 図 示 せ ず ）
切 断 加 工 す る

遊 離 砥 粒 は

（ Ｂ ）
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